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〜学校紹介〜

【豊加美小学校】

　　豊加美小学校は、全校児童137名、創立133年目を迎える歴史ある学校です。みんな優しくて仲が
よく、とくに「とよキッズ」では、遊びやスポーツを通して異学年交流を図っています。
　本校は、ＩＣＴを効果的に活用して、「分かる　楽しい」授業づくりに努めており、自分の考えや思
いを伝え合うコミュニケーションを大切にした授業を展開しています。学校行事では、昨年度「豊っ子
フェスティバル」を縮小して実施しました。園児はかわいいダンスを披露し、６年生は英語や理科など
の学習で興味をもった内容について、工夫を凝らした発表をしました。
　これからも、目指す児童像「 もに学び合う子　 いところを認め合える子　 らだをきたえる子

んなで協力して働く子」のスローガンのもと、家庭や地域の方々と協力して子供たちの健やかな成長
のために努めてまいります。
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令和４年 第１回定例会　議決一覧表
事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日

結　　果
報　告 
第１号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第２号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第３号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第４号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第５号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第６号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第７号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第８号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第９号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第10号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第11号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第12号

専決処分の報告について「損害賠償に
ついて」

道路管理に係る事故による損害賠償金の支払について専
決処分したもの

2.28
報告のみ

報　告
第13号

専決処分の承認を求めることについて
「令和３年度下妻市一般会計補正予算
（第８号）について」

新型コロナウイルス感染症の拡大防止を柱とする経済対策
を盛り込んだ国の補正予算の成立を受け、住民税非課税世
帯等臨時特別給付金事業費の計上など、市が早急に取り組
む必要がある事業に係る経費について専決処分したもの

2.28

承　　認

報　告
第14号

専決処分の承認を求めることについて
「令和３年度下妻市一般会計補正予算
（第９号）について」

新型コロナウイルス感染症の影響が長期化する中、低所
得のひとり親世帯に対し、茨城県独自の生活支援特別給
付金を支給することが決定されたことを受け、当該給付
金の支給に係る経費について専決処分したもの

2.28

承　　認

議　案
第１号

下妻市職員の育児休業等に関する条例
の一部改正について

国家公務員における妊娠・出産・育児等と仕事の両立支
援に係る措置との権衡を考慮し、非常勤職員の育児休業
等の取得要件を緩和するなど、所要の改正を行うもの

3.14

原案可決

議　案
第２号

下妻市特別職の職員で常勤のものの給与
の特例に関する条例の一部改正について

令和３年度に引き続き、令和４年度においても市長、副
市長及び教育長の給料月額の減額措置を行うもの

3.14
原案可決

議　案
第３号

下妻市土砂等による土地の埋立て等の
規制に関する条例の一部改正について

土地の埋立て等に係る許可の基準の規定について、文言
の修正を行うもの

3.14
原案可決

議　案
第４号

下妻市介護保険条例の一部改正につい
て

介護保険料の延滞金の計算方法について、市税との整合
性を図るもの

3.14
原案可決

議　案
第５号

下妻市消防団員の定員、任免、給与、
服務等に関する条例の一部改正につい
て

国から消防団員の処遇改善を目的に、団員の報酬等の基
準が示されたことを踏まえ、国の基準に適合するよう報
酬及び費用弁償の規定を改正するほか、団員の休団制度
を新設するもの

3.14

原案可決

議　案
第６号 市道路線の認定について 鬼怒川緊急対策プロジェクトによる築堤工事の完了等に

より前河原地内ほか５件を認定するもの
3.14

原案可決
議　案
第７号 市道路線の廃止について 民有地部分の市道認定解除等により皆葉地内ほか５件を

廃止するもの
3.14

原案可決
議　案
第８号

防災行政無線屋内受信機購入変更契約
について

防災行政無線屋内受信機購入変更契約について、締結し
た仮契約を本契約とするため、議会の議決を求めるもの

3.14
原案可決

議　案
第９号

令和３年度下妻市一般会計補正予算
（第10号）について

財政調整基金積立及び減債基金積立の計上等により７億
1,437万1,000円を増額するもの

3.14
原案可決

議　案
第10号

令和３年度下妻市国民健康保険特別会
計補正予算（第１号）について

保険給付費の増額等により３億3,469万4,000円を増額
するもの

3.14
原案可決

令和４年 第１回定例会

こんなことが決まりました
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人 事 議 案 ・ 選 挙
議　案
第21号

下妻市教育委員会教育長の任命につい
て

現教育長である横瀬晴夫氏が、任期満了となることから、
新教育長に中山均氏を任命することについて、議会の同
意を求めるもの

3.14

同　　意

選　挙 
第１号 下妻地方広域事務組合議会議員 組合規約第８条の規定に基づき選挙を行うもの

　当選議員：矢島博明議員
2.28

当　　選

※〇：賛成　×：反対　欠：欠席　除：除斥　棄：棄権
※除斥とは、自己の一身上に関する事件について議事に参与できないこと
※議長（廣瀬　榮）は採決に加わりません

令和４年 第１回定例会　賛否が分かれた案件

事件の
番号

浅
野
　
通
生

木
村
　
穂
摘

程
塚
　
智
則

鈴
木
　
　
牧

端
　
　
茂
樹

宇
梶
　
浩
太

矢
島
　
博
明

岡
田
　
正
美

塚
越
　
　
節

程
塚
　
裕
行

斯
波
　
元
気

小
竹
　
　
薫

廣
瀬
　
　
榮

原
部
　
　
司

須
藤
　
豊
次

山
中
　
祐
子

増
田
　
省
吾

田
中
　
昭
一

平
井
　
　
誠

篠
島
　
昌
之

結　
果

議　案 
第14号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 可

決
議　案 
第15号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 可

決
議　案 
第16号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 可

決
議　案 
第17号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 可

決
議　案 
第19号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 可

決
議　案 
第20号 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ − ○ ○ ○ ○ ○ × 欠 可

決

事件の番号 件　　　　　名 内　　　　　容 議決月日
結　　果

議　案
第11号

令和３年度下妻市後期高齢者医療特別
会計補正予算（第１号）について

保険基盤安定納付金の減額等により119万8,000円を減
額するもの

3.14
原案可決

議　案
第12号

令和３年度下妻市介護保険特別会計補
正予算（第３号）について 保険給付費の増額等により5,430万円を増額するもの 3.14

原案可決

議　案
第13号

令和３年度下妻市水道事業会計補正予
算（第１号）について

収益的支出において、水道事業認可変更図書作成業務委
託料を2,420万円減額し、９億4,261万9,000円とするもの
資本的収入において、企業債を１億9,560万円減額し、
７億4,053万8,000円とするもの
資本的支出において、施設費を３億300万円、委託費を
610万円減額し、９億6,633万9,000円とするもの

3.14

原案可決

議　案
第14号

令和４年度下妻市一般会計予算につい
て 令和４年度の予算196億2,000万円を定めるもの 3.14

原案可決
議　案
第15号

令和４年度下妻市国民健康保険特別会
計予算について 令和４年度の予算47億9,400万円を定めるもの 3.14

原案可決
議　案
第16号

令和４年度下妻市後期高齢者医療特別
会計予算について 令和４年度の予算５億3,600万円を定めるもの 3.14

原案可決
議　案 
第17号

令和４年度下妻市介護保険特別会計予
算について 令和４年度の予算40億500万円を定めるもの 3.14

原案可決
議　案 
第18号

令和４年度下妻市介護サービス事業特
別会計予算について 令和４年度の予算750万円を定めるもの 3.14

原案可決
議　案 
第19号

令和４年度下妻市水道事業会計予算に
ついて 令和４年度の予算23億1,636万7,000円を定めるもの 3.14

原案可決
議　案 
第20号

令和４年度下妻市下水道事業会計予算
について 令和４年度の予算15億6,742万7,000円を定めるもの 3.14

原案可決

議　員　提　出　議　案　等
決　議
第１号

ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗
議する決議

ロシアに対し、一連のウクライナへの軍事侵攻に関し決
議するもの

3.9
原案可決

令和４年 第１回定例会
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令和４年度 一般会計予算の内訳・賛否討論

　
今
回
の
予
算
は
、
前
年
度
比
７・
４
％
増
で
昨
年
度
に
引
き
続
き

過
去
最
高
の
予
算
額
と
な
っ
て
い
る
。

　
歳
入
面
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
を
加
味
し

な
が
ら
も
、
市
民
税
や
固
定
資
産
税
の
回
復
を
見
込
み
、
市
税
全
体
で
前
年
度
比
で
増

と
し
て
い
る
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄
附
金
収
入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
か

ら
１
億
７
千
万
円
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
に
あ
っ
て
自
主
財
源
が
伸
び

悩
む
中
、
貴
重
な
財
源
の
確
保
に
注
力
さ
れ
て
い
る
姿
は
大
き
く
評
価
す
る
。
少
子
高

齢
化
や
人
口
減
少
社
会
な
ど
の
行
政
課
題
に
対
応
し
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
行

っ
て
い
け
る
よ
う
、
財
源
創
出
の
努
力
を
今
後
も
継
続
し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

　
歳
出
面
で
は
、
新
庁
舎
建
設
や
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
実
施
す

る
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
事
業
費
増
加
に
よ
り
、
大
き
な
予
算
総
額
と
な
っ
て
い
る

が
、
第
６
次
下
妻
市
総
合
計
画
基
本
構
想
実
現
の
た
め
に
、
様
々
な
施
策
に
バ
ラ
ン
ス

よ
く
予
算
が
配
分
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
だ
予
断
を
許
さ
な
い
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
状
況
に
十
分
留
意
し
つ
つ
、
各
分
野
に
お
け
る
事
業
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
」Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会

の
構
築
を
目
指
し
、さ
ら
な
る
市
民
福
祉
の
向
上
と
市
政
の
発
展
を
期
待
し
賛
成
す
る
。

賛 

成
　
本
予
算
で
は
、
20
歳
未
満
の
被
保
険
者
に
係
る
国
民
健
康
保
険
税

均
等
割
額
減
免
事
業
や
高
齢
者
生
活
支
援
事
業
、
高
齢
者
福
祉
タ
ク

シ
ー
利
用
料
金
助
成
事
業
な
ど
の
子
育
て
支
援
や
高
齢
者
生
活
支
援

事
業
が
評
価
で
き
る
が
、
乳
幼
児
や
児
童
生
徒
の
減
少
を
理
由
に
子
育
て
支
援
に
逆
行

す
る
施
策
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、
長
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
も

あ
り
、
市
民
生
活
は
疲
弊
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
ん
な
と
き
こ
そ
市
民
の
命
と
暮

ら
し
を
守
る
こ
と
が
地
方
自
治
の
原
点
で
あ
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
学
資
金
制
度

や
保
健
セ
ン
タ
ー
で
長
年
続
け
ら
れ
て
き
た
夜
間
応
急
診
療
事
業
も
廃
止
さ
れ
、
難
病

患
者
福
祉
手
当
や
ね
た
き
り
老
人
等
福
祉
手
当
の
支
給
額
が
削
減
さ
れ
た
ま
ま
で
あ

る
。
市
税
等
滞
納
者
へ
の
厳
し
過
ぎ
る
差
押
え
は
や
め
て
、
市
民
の
暮
ら
し
を
支
援
す

る
施
策
を
拡
充
す
る
こ
と
を
求
め
て
反
対
す
る
。

反 

対

令和４年度　一般会計予算に対する賛否討論

歳　入

歳　出

市　税
54億6,230万円

（27.8%）

国・県支出金
39億659万円
（20.0%）

市　債
32億90万円
（16.3%）

地方交付税
32億円

（16.3%）

その他
26億

1,782万円
（13.3%）

民生費
65億730万円
（33.2%）

総務費
50億4,175万円

（25.7%）

公債費
18億

6.946万円
（9.5%）

その他
18億

3,995万円
（9.4%）

教育費
16億

5,075万円
（8.4%）

衛生費  13億1,419万円（6.7%）

繰入金  12億3,239万円（6.3%）

土木費  13億9,660万円（7.1%）

■令和４年度　一般会計予算の内訳
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令和４年度 各会計予算・決議書

会　　計　　別 本　　年　　度 前　　年　　 度 伸び率

一 般 会 計 196億2,000万円 182億7,000万円 7.4%

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 47億9,400万円 46億1,300万円 3.9%

後期高齢者医療特別会計 5億3,600万円 5億1,100万円 4.9%

介 護 保 険 特 別 会 計 40億500万円 37億9,800万円 5.5%

介護サービス事業特別会計 750万円 600万円 25.0%

水 道 事 業 会 計 23億1,637万円 22億4,226万円 3.3%

下 水 道 事 業 会 計 15億6,742万円 15億848万円 3.9%

合 計 328億4,629万円 309億4,874万円 6.1%

■令和４年度　各会計予算

　ロシアによるウクライナへの侵攻は、国際社会の平和と安全を著しく損なう、断じて容認
することができない暴挙であり、ウクライナに拠点を持つ日本企業をはじめ、現地在留邦人
は緊迫した状況のなか、安否確認の対応に追われる等、厳しい状況におかれている。
　このような力を背景とした、一方的な現状変更への試みは明白な国際法違反であり、国際
秩序の根幹を揺るがすもので断じて看過できない。
　ここに下妻市議会は、ロシアに対し、一連のウクライナへの軍事侵攻に厳重に抗議するも
のである。
　政府においては、現地在留邦人の安全確保に努めるとともに、国際社会と緊密に連携しつ
つ、毅然たる態度でロシアに対して制裁措置の徹底及び強化を図り即時無条件でのロシア軍
の完全撤退を求めるべきである。

　以上決議する。

　　　令和４年３月９日

下　妻　市　議　会

ロシアによるウクライナ侵攻に断固抗議する決議

第１回定例会で議員提案された下記の決議を可決しました。

決　 議　 書
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一　般　質　問
　
１　
新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
の
基

礎
杭
約
38
メ
ー
ト
ル
が
建
築

工
事
契
約
後
約
10
メ
ー
ト
ル

に
な
っ
た
こ
と
の
疑
念
説
明

と
今
後
に
つ
い
て

２　
原
部　
司　
議
員

　
１　
下
妻
市
第
６
次
総
合
計
画
に

つ
い
て

　
２　
下
妻
市
の
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
現
状
と
今
後
の
考

え
方
に
つ
い
て

３　
鈴
木　
牧　
議
員

　
１　
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
と

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
一
般
質
問
者
の
氏
名・項
目
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
（
通
告
順
）

４　
平
井　
誠　
議
員

　
１　
公
共
施
設
と
市
民
生
活
に
つ

い
て

　
２　
子
育
て
世
帯
等
へ
の
支
援
に

つ
い
て

　
３　
水
稲
農
家
へ
の
支
援
に
つ
い

て

５　
端　
茂
樹　
議
員

　
１　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
つ
い
て

　
２　
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

６　
程
塚　
智
則　
議
員

　
１　
歴
史
的
、
文
化
的
価
値
の
高

い
建
築
物
の
保
存
、
活
用
に

つ
い
て

７　
浅
野　
通
生　
議
員

　
１　
消
防
団
員
の
災
害
救
助
活
動

時
の
補
償
に
つ
い
て

８　
木
村　
穂
摘　
議
員

　
１　
選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て　

９　
塚
越　
節　
議
員

　
１　
ふ
る
さ
と
納
税
並
び
に
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
の
今
後
の

展
開
に
つ
い
て

　
２　
砂
沼
サ
ン
ビ
ー
チ
跡
地
に
お

け
る
利
活
用
に
つ
い
て

　
３　
デ
ジ
タ
ル
推
進
室
は
戦
略
的

部
局
。
企
画
部
門
と
連
動
さ

せ
る
べ
き
と
提
案
し
た
い
。

10　
山
中　
祐
子　
議
員

　
１　
上
水
道
事
業
に
つ
い
て

令
和
四
年
第
一
回
定
例
会

　
今
定
例
会
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
観
点
か
ら
、

一
般
質
問
の
時
間
を
60
分
か
ら
30
分
に
短
縮
し
て
行
わ
れ
、
10
名
の
議

員
か
ら
市
政
各
般
に
つ
い
て
の
一
般
質
問
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
要
旨
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

一般質問の
YouTube録画配信

※令和２年第３回定例会から、インターネット
映像配信サービス「YouTube」を利用して
一般質問の録画配信を始めました。

一
般
質
問
通
告
書

１　
岡
田　
正
美　
議
員
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一　般　質　問

　
基
礎
杭
の
変
更
に
よ
り
工

事
費
が
約
１
億
円
の
減
額
と

な
る
説
明
と
そ
の
差
額
分
を
太
陽
光
発

電
、
電
気
自
動
車
充
電
設
備
等
へ
の
発

展
的
な
施
策
展
開
を
提
案
す
る
が
見
解

を
伺
う
。　

基
礎
杭
変
更
の
経
緯
は
、

基
本
設
計
時
点
で
は
地
質
調

査
結
果
を
基
に
基
礎
構
造
の
検
討
を
進

め
、
概
算
事
業
費
の
算
出
は
実
施
設
計

で
も
過
不
足
と
な
ら
な
い
よ
う
、
か
つ

安
全
性
を
重
視
し
杭
の
長
さ
等
の
想
定

を
し
、
設
計
施
工
一
括
発
注
の
デ
ザ
イ

ン
ビ
ル
ド
方
式
で
発
注
し
た
。
こ
の
メ

リ
ッ
ト
と
し
て
、
受
注
者
が
発
注
者
に

対
し
、
実
施
設
計
時
で
も
施
工
者
の
保

有
す
る
技
術
力
を
最
大
限
に
活
用
で
き

る
よ
う
設
計
提
案
を
行
え
る
仕
組
み
が

あ
り
、
今
回
の
変
更
は
受
注
者
が
こ
れ

を
利
用
し
、
追
加
で
実
施
し
た
ボ
ー
リ

ン
グ
調
査
の
結
果
を
基
に
基
礎
構
造
を

見
直
し
た
も
の
で
、
そ
の
差
額
で
市
の

要
求
水
準
の
一
つ
で
も
あ
る
環
境
に
配

慮
し
た
庁
舎
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
化
の
ラ
ン
ク
を

引
き
上
げ
た
。

　
こ
の
引
き
上
げ
に
よ
り
太
陽
光
発
電

設
備
を
増
設
す
る
予
定
で
、
災
害
時
に

は
自
立
運
転
し
、
携
帯
電
話
の
充
電
な

ど
一
般
利
用
に
活
用
で
き
る
よ
う
整
備

し
有
効
利
用
を
図
っ
て
い
く
。
電
気
自

動
車
の
充
電
器
に
つ
い
て
は
、
市
で
は

電
気
自
動
車
が
な
い
こ
と
や
、
一
般
利

用
を
想
定
し
た
急
速
充
電
器
の
整
備
に

は
別
途
費
用
を
要
す
る
こ
と
か
ら
現
在

の
計
画
へ
の
追
加
は
難
し
い
が
、
電
気

自
動
車
は
本
市
の
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
取

組
や
災
害
時
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
と

し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
考
え
ら

れ
る
た
め
前
向
き
に
検
討
し
て
い
く
。

　
取
組
状
況
と
今
後
に
つ
い

て
、
長
期
化
す
る
コ
ロ
ナ
禍

で
計
画
の
変
更
や
見
直
し
は
あ
る
の
か

伺
う
。

　
第
６
次
下
妻
市
総
合
計
画

は
、
基
本
構
想
を
平
成
30
年

度
か
ら
令
和
９
年
度
ま
で
の
10
か
年
間
、

前
期
基
本
計
画
を
平
成
30
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
の
５
か
年
間
と
し
て
、

平
成
30
年
３
月
に
策
定
し
た
。
市
が
策

定
、
運
用
す
る
全
て
の
行
政
計
画
の
最

上
位
計
画
と
し
て
、
基
本
構
想
に
掲
げ

た
本
市
の
将
来
像
で
あ
る
「
人
と
自
然

を
活
か
し
、
住
み
よ
さ
を
創
る
ま
ち

し
も
つ
ま
」
の
実
現
の
た
め
、
人
口
減

少
社
会
が
予
想
さ
れ
る
中
、
持
続
可
能

な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
各
種
施
策
を

展
開
し
て
い
る
。

　
取
組
状
況
に
つ
い
て
は
、
分
野
別
の

６
つ
の
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
た
施

策
の
進
捗
に
つ
い
て
、
実
施
計
画
と
連

動
し
た
事
務
事
業
評
価
や
、
重
点
施
策

で
あ
る
市
総
合
戦
略
の
進
捗
管
理
等
を

行
い
、
基
本
計
画
等
と
の
整
合
を
図
り

な
が
ら
、
各
施
策
と
も
お
お
む
ね
順
調

に
進
行
し
て
い
る
と
考
え
る
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
の
後
期
基
本
計
画

に
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
の
視
点
を
踏
ま
え
、
経
済
活
動
及

び
市
民
活
動
の
よ
り
一
層
の
活
性
化
を

図
る
施
策
を
盛
り
込
む
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｄ
Ⅹ
の
推
進
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
を
掲
げ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

な
ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化

に
即
し
た
施
策
の
見
直
し
等
を
行
う
た

め
、
今
後
、
後
期
基
本
計
画
策
定
専
門

部
会
や
ワ
ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
等
で
検
討

し
、
総
合
計
画
審
議
会
に
て
審
議
す
る

予
定
と
な
っ
て
い
る
。

原
部
　
司 

議
員

【
一
括
方
式
】

下
妻
市
第
６
次
総
合
計
画

に
つ
い
て

整備が進められている新庁舎建設事業

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
掲
げ
た
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
な

ど
、
社
会
を
取
り
巻
く
状
況
の
変
化
に
即
し
た
施

策
の
見
直
し
等
を
行
っ
て
い
く

岡
田
正
美 

議
員

【
一
括
方
式
】

新
庁
舎
建
設
基
本
設
計
の
基
礎
杭

約
38
メ
ー
ト
ル
が
建
築
工
事
契
約

後
約
10
メ
ー
ト
ル
に
な
っ
た
こ
と

の
疑
念
説
明
と
今
後
に
つ
い
て
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一　般　質　問

　
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
目
的
と
支
援
の
現
状

や
、
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
も

利
用
し
な
い
児
童
生
徒
の
支
援
体
制
に

つ
い
て
伺
う
。

　
本
市
の
ス
ク
ー
ル
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
は
、
不
登
校
児

童
生
徒
が
一
日
も
早
く
学
校
に
戻
れ
る

よ
う
支
援
し
、
学
校
だ
け
で
は
解
決
し

に
く
い
教
育
上
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、

学
校
、
家
庭
、
関
係
諸
機
関
と
円
滑
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
の
社

会
的
自
立
を
目
的
と
し
て
取
組
ん
で
い

る
。
今
年
度
は
１
月
末
現
在
で
、
電
話

や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
相
談
も
含
め
、
何
ら
か

の
形
で
支
援
し
た
児
童
生
徒
は
延
べ
１
，

２
９
９
名
、
保
護
者
は
２
１
３
名
に
な

る
。

　
セ
ン
タ
ー
で
は
相
談
員
が
直
接
学
校

や
家
庭
に
出
向
き
対
応
に
あ
た
る
、
ア

ウ
ト
リ
ー
チ
型
支
援
に
も
取
組
み
、
学

校
訪
問
で
は
、
児
童
生
徒
の
相
談
対
応

の
他
、
教
職
員
と
の
情
報
交
換
や
助
言

を
密
に
行
い
、
学
校
全
体
の
身
近
な
相

談
機
関
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
ま

た
、
学
校
や
セ
ン
タ
ー
で
悩
み
を
打
ち

明
け
る
こ
と
に
抵
抗
が
あ
る
場
合
や
不

登
校
の
児
童
生
徒
、
そ
の
保
護
者
に
は

家
庭
訪
問
に
よ
る
支
援
を
行
い
、
よ
り

安
心
し
て
相
談
が
で
き
る
よ
う
配
慮
し
、

一
人
で
は
登
校
が
心
細
い
児
童
生
徒
に

は
一
緒
に
登
校
す
る
な
ど
、
学
校
と
家

庭
を
つ
な
ぐ
役
割
も
果
た
し
て
い
る
。

　
現
在
、
学
校
や
セ
ン
タ
ー
と
全
く
連

絡
が
取
れ
て
い
な
い
児
童
生
徒
は
い
な

い
。
今
後
も
学
校
と
家
庭
、
関
係
機
関

が
積
極
的
に
連
携
し
、
支
援
体
制
を
考

え
て
い
く
。

鈴
木
　
牧 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状

と
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

　
下
妻
保
育
園
の
民
営
化
や

幼
稚
園
の
廃
止
は
子
育
て
支

援
に
逆
行
す
る
の
で
は
な
い
か
。
公
の

乳
幼
児
保
育
や
幼
児
教
育
は
今
後
も
縮

小
す
る
方
針
か
伺
う
。
ま
た
、
公
共
施

設
等
の
統
合
や
廃
止
が
進
む
中
で
、
今

後
、
市
民
か
ら
の
要
望
に
ど
の
よ
う
に

応
じ
る
の
か
伺
う
。

　
下
妻
保
育
園
の
民
営
化
、

公
立
幼
稚
園
の
統
廃
合
に
つ

い
て
は
、
施
設
を
利
用
す
る
子
ど
も
た

ち
の
最
善
の
利
益
を
第
一
に
考
え
た
上

で
、
幼
児
教
育
・
保
育
施
設
の
見
込
み

数
、
施
設
の
老
朽
化
、
公
共
施
設
等
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
計
画
に
基
づ
き
総
合
的
に

判
断
し
、
子
育
て
支
援
施
策
の
推
進
と

適
正
規
模
の
施
設
運
営
の
在
り
方
と
し

て
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
口
減
少
や
少
子
高
齢
化
の
進
展
す

る
中
、
公
共
施
設
の
老
朽
化
対
策
は
大

き
な
課
題
で
あ
り
、
適
正
な
供
給
量
や

配
置
の
検
討
が
急
務
で
あ
る
。
市
で
は
、

平
成
28
年
３
月
に
公
共
施
設
等
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
基
本
方
針
を
策
定
し
、
施
設
の

更
新
、
統
廃
合
、
長
寿
命
化
等
の
対
策

を
定
め
る
個
別
施
設
計
画
の
策
定
を
進

め
て
き
た
。
今
後
、
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
や
厳
し
い
財
政
状
況
か
ら
、
さ
ら
な

る
効
率
的
か
つ
効
果
的
な
運
用
が
必
要

と
な
る
。
引
き
続
き
、
こ
の
方
針
の
基

本
原
則
で
あ
る
施
設
の
保
有
量
削
減
、

更
新
時
の
複
合
化
、
長
寿
命
化
に
よ
る

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
削
減
に
基

づ
き
、
施
設
の
再
配
置
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
様
に
き
め
細
や
か
な
説
明
を
行

う
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
視
点
で
市

民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
公
共
施

設
の
最
適
化
を
図
り
、
利
用
し
や
す
い

施
設
の
提
供
を
目
指
し
て
い
く
。

平
井
　
誠 

議
員

【
一
括
方
式
】

公
共
施
設
と
市
民
生
活
に

つ
い
て

千代川庁舎南棟に設置されているスクールサポー
トセンター

令和３年度末をもって閉園された豊加美幼稚園
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現
在
第
６
波
が
到
来
し
、

爆
発
的
感
染
拡
大
が
収
ま
ら

な
い
中
、
５
歳
か
ら
11
歳
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
取
組
と
自
宅
療
養
者
へ
の
生
活

支
援
対
応
に
つ
い
て
伺
う
。

　
５
歳
か
ら
11
歳
の
小
児
の

ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
は
、

３
月
２
日
に
接
種
券
を
送
付
し
コ
ー
ル

セ
ン
タ
ー
で
受
付
を
開
始
し
、
３
月
19

日
よ
り
市
保
健
セ
ン
タ
ー
に
て
集
団
接

種
を
開
始
す
る
。対
象
者
は
２
，５
３
０

人
で
、
ワ
ク
チ
ン
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
製
の

小
児
専
用
の
も
の
で
、
基
礎
疾
患
を
持

つ
小
児
か
ら
優
先
的
に
行
う
。
あ
く
ま

で
希
望
者
へ
の
接
種
と
な
る
が
、
接
種

に
は
保
護
者
の
同
意
が
必
須
で
あ
り
、

保
護
者
同
伴
を
お
願
い
し
、
小
児
科
医

の
管
理
の
下
、
急
な
副
反
応
に
も
対
応

で
き
る
よ
う
医
療
ス
タ
ッ
フ
を
充
実
さ

せ
実
施
す
る
。
接
種
の
判
断
の
参
考
と

し
て
、
国
が
提
供
す
る
情
報
等
を
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
等
で
掲
載
し
、
保
護
者
等
の

相
談
に
応
じ
不
安
解
消
に
努
め
て
い
く
。

　
生
活
支
援
対
応
に
つ
い
て
は
、
自
宅

療
養
期
間
中
の
市
民
の
生
活
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
安
心
し
て
過
ご
し
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
に
、
２
月
よ
り
自
宅
療
養
者

等
生
活
支
援
事
業
を
開
始
し
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
地
方
創

生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
も
の
で
、

保
健
所
か
ら
自
宅
療
養
を
指
示
さ
れ
た

方
を
対
象
に
、
条
件
は
あ
る
が
、
１
人

当
た
り
３
日
分
相
当
の
食
料
品
等
を
無

料
で
配
送
す
る
。
３
月
７
日
現
在
、
20

世
帯
67
人
の
方
に
支
援
を
行
っ
た
。
今

後
も
市
民
に
寄
り
添
っ
た
支
援
及
び
感

染
拡
大
防
止
の
対
策
を
実
施
し
て
い
く
。

　
築
百
年
を
超
え
る
建
築
物

等
は
、
市
民
の
誇
り
で
あ
り
、

観
光
資
源
で
も
あ
る
等
、
市
の
宝
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
保
存
、
活
用
に
つ
い
て

見
解
を
伺
う
。

　
本
市
の
歴
史
的
建
築
物
と

し
て
は
、
国
指
定
文
化
財
の

大
宝
八
幡
宮
本
殿
や
市
指
定
文
化
財
の

横
瀬
夜
雨
生
家
、
今
泉
不
動
堂
の
他
、

近
代
化
遺
産
の
ビ
ン
フ
ォ
ル
ド
邸
や
六

芳
園
等
が
あ
る
。
近
代
化
遺
産
に
つ
い

て
は
、
県
教
育
委
員
会
の
過
去
の
調
査

等
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
は
把
握
し

て
い
る
が
、
市
内
全
て
を
把
握
す
る
た

め
に
は
市
独
自
の
全
数
調
査
が
必
要
と

な
り
、
ま
た
、
個
人
所
有
の
も
の
に
つ

い
て
は
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
問
題
等
か

ら
調
査
が
で
き
な
い
場
合
や
、
市
へ
の

情
報
提
供
が
な
い
ま
ま
解
体
さ
れ
て
し

ま
う
現
状
も
あ
る
。

　
歴
史
的
建
築
物
の
う
ち
、
個
人
所
有

の
も
の
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
所

有
者
の
意
向
に
沿
っ
た
形
で
保
存
、
活

用
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。
市
指
定
文

化
財
は
、
そ
の
管
理
経
費
に
対
し
、
文

化
財
保
護
条
例
に
よ
り
補
助
金
の
支
出

規
定
が
あ
る
た
め
、
今
泉
不
動
堂
の
屋

根
ふ
き
替
え
工
事
や
横
瀬
夜
雨
生
家
の

屋
根
修
繕
工
事
等
の
際
に
は
、
管
理
者

に
経
費
の
一
部
を
補
助
し
て
い
る
。

　
活
用
に
つ
い
て
は
、
六
芳
園
を
下
妻

街
並
み
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
等
の
散
策
コ
ー

ス
に
組
み
入
れ
公
開
し
た
事
例
が
あ
る
。

し
か
し
、
六
芳
園
は
所
有
者
が
生
活
し

て
い
る
敷
地
内
に
あ
り
、
近
隣
住
民
を

含
め
配
慮
が
必
要
で
あ
り
、
ま
た
、
参

加
者
の
駐
車
場
や
ト
イ
レ
の
確
保
等
が

難
し
く
、
公
開
す
る
上
で
の
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

本市初となる国登録有形文化財に登録さ
れた江連用水旧溝宮裏両樋

端
　
茂
樹 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

程
塚
智
則 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
つ
い
て

食料品等の支援セットを配送する自宅療養者等生活
支援事業を実施している

歴
史
的
、
文
化
的
価
値
の

高
い
建
築
物
の
保
存
、
活

用
に
つ
い
て
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自
家
用
車
を
使
用
し
た
際

の
事
故
や
け
が
の
対
応
、
補

償
に
つ
い
て
伺
う
。

　
自
家
用
車
に
関
す
る
補
償

に
つ
い
て
は
、
消
防
団
員
等

公
務
災
害
補
償
等
共
済
基
金
の
自
動
車

等
損
害
見
舞
金
支
給
事
業
が
あ
り
、
災

害
時
に
や
む
を
得
ず
自
家
用
車
を
使
用

し
損
害
が
生
じ
た
場
合
、
10
万
円
を
上

限
に
支
給
と
な
る
制
度
が
あ
る
。
そ
の

他
、
団
員
へ
の
補
償
に
つ
い
て
は
、
病

気
や
け
が
に
よ
る
７
日
以
上
の
入
院
や

死
亡
、
障
害
に
対
し
見
舞
金
等
が
支
給

さ
れ
、
公
務
以
外
の
も
の
で
も
対
象
と

な
る
、
公
益
財
団
法
人
日
本
消
防
協
会

の
消
防
団
員
等
福
祉
共
済
に
全
員
が
加

入
し
て
い
る
。

　
自
家
用
車
を
使
用
し
災
害
現
場
へ
向

か
っ
た
場
合
の
行
き
帰
り
の
事
故
に
つ

い
て
は
、
団
員
の
け
が
等
は
公
務
災
害

補
償
の
対
象
と
な
る
が
、
相
手
側
の
け

が
や
車
等
の
損
害
、
団
員
の
自
家
用
車

の
損
害
は
補
償
の
対
象
と
な
ら
な
い
た

め
、
団
員
個
人
の
任
意
保
険
、
自
賠
責

保
険
で
対
応
す
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。

令
和
２
年
４
月
よ
り
、
全
国
市
有
物
件

災
害
共
済
会
の
自
動
車
損
害
共
済
事
業

が
適
用
と
な
っ
た
が
、
手
続
き
の
煩
雑

さ
や
掛
金
が
高
額
な
た
め
、
県
内
で
当

該
制
度
を
利
用
す
る
市
町
村
は
な
か
っ

た
。
そ
の
後
、
令
和
３
年
８
月
に
、
民

間
の
損
害
保
険
に
加
入
し
市
町
村
で
保

険
料
を
負
担
し
た
場
合
、
保
険
料
の
５

割
を
特
別
交
付
税
に
よ
り
措
置
す
る
よ

う
制
度
が
拡
充
し
た
た
め
、
複
数
の
民

間
損
害
保
険
会
社
よ
り
比
較
的
安
価
な

保
険
商
品
等
が
出
て
き
て
い
る
。
今
後
、

こ
れ
ら
の
活
用
に
つ
い
て
、
他
市
の
状

況
等
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

　
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
、
ま
た
、
若
年

層
の
投
票
率
向
上
の
施
策
や
親
子
投
票

に
つ
い
て
伺
う
。

　
投
票
し
や
す
い
環
境
づ
く

り
に
つ
い
て
は
、
国
の
通
知

に
基
づ
き
、
平
成
25
年
度
に
投
票
区
投

票
所
の
見
直
し
を
行
い
、
併
せ
て
可
能

な
限
り
段
差
の
少
な
い
施
設
を
利
用
し
、

31
投
票
所
の
う
ち
13
投
票
所
が
バ
リ
ア

フ
リ
ー
に
対
応
し
て
い
る
。
ま
た
、
期

日
前
投
票
に
つ
い
て
は
、
本
庁
舎
及
び

千
代
川
庁
舎
の
他
、
今
年
度
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
と
し
て
混

雑
の
緩
和
を
目
的
に
市
立
図
書
館
に
も

一
定
期
間
設
置
し
た
。
商
業
施
設
等
へ

の
増
設
に
つ
い
て
は
、
有
権
者
の
投
票

機
会
の
確
保
と
い
う
点
で
大
変
有
効
で

あ
る
が
、
シ
ス
テ
ム
構
築
や
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
、
人
員
の
確
保
等
の
課
題
が

あ
り
、
費
用
対
効
果
を
十
分
に
考
慮
す

る
必
要
が
あ
る
。

　
若
年
層
の
投
票
率
向
上
に
つ
い
て
は
、

期
日
前
投
票
立
会
人
に
若
年
層
を
積
極

的
に
登
用
し
、
若
年
層
に
と
っ
て
投
票

し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
て
い
る

他
、
市
内
小
中
学
校
の
児
童
生
徒
を
対

象
に
、
選
挙
啓
発
に
関
す
る
書
道
や
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
、
意
識

の
高
揚
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
親
子

投
票
に
つ
い
て
は
、
公
職
選
挙
法
の
一

部
改
正
に
よ
り
、
投
票
所
に
入
場
で
き

る
子
ど
も
の
範
囲
が
幼
児
か
ら
児
童
生

徒
そ
の
他
の
18
歳
未
満
の
者
に
拡
大
さ

れ
、
同
伴
す
る
こ
と
で
家
庭
で
の
選
挙

や
投
票
の
話
題
が
期
待
さ
れ
る
こ
と
か

ら
、
有
効
な
選
挙
啓
発
に
つ
な
が
る
と

考
え
ら
れ
る
た
め
、
投
票
率
向
上
の
方

策
の
一
つ
と
し
て
検
討
し
て
い
く
。総務省作成の親子連れ投票に係る選挙啓発チラシ

より抜粋

浅
野
通
生 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

消
防
団
員
の
災
害
救
助
活

動
時
の
補
償
に
つ
い
て

木
村
穂
摘 

議
員

【
一
括
方
式
】

選
挙
の
投
票
率
に
つ
い
て

団員が活動時に使用した自家用車の補償につ
いて、他市の状況等を注視しながら研究して
いく
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農
産
品
の
ブ
ラ
ン
ド
構
築

や
下
妻
産
品
購
入
者
増
加
へ

の
方
策
な
ど
、
今
後
の
課
題
、
目
標
を

伺
う
。

　
本
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
の
受
入
額
の
上
位
は
、

米
や
メ
ロ
ン
、
豚
肉
等
の
農
畜
産
物
が

占
め
て
お
り
、
寄
附
者
に
リ
ピ
ー
タ
ー

に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
を
含
め
、
自
ら

購
入
し
た
い
と
思
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
ブ
ラ
ン
ド
構
築
は
必
要
と
考
え
て
い

る
。
市
で
は
返
礼
品
を
出
品
す
る
事
業

者
と
品
質
の
向
上
や
在
庫
の
管
理
等
に

つ
い
て
、
常
に
連
携
を
取
り
な
が
ら
進

め
、
返
礼
品
に
は
お
礼
状
の
他
に
取
扱

業
者
の
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
同
封
し
、
直

接
購
入
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。
今

後
の
課
題
と
し
て
は
、
ふ
る
さ
と
納
税

を
通
じ
て
本
市
に
関
心
を
持
っ
た
寄
附

者
を
関
係
人
口
と
捉
え
、
継
続
し
て
本

市
に
関
わ
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
取
組
む

こ
と
や
、
本
市
の
特
徴
を
生
か
し
た
新

た
な
返
礼
品
の
開
発
等
が
必
要
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
は
、

本
市
で
は
、
下
妻
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
推
進
計
画
と
し
て
、
令
和
３

年
３
月
末
に
地
域
再
生
計
画
の
認
定
を

受
け
て
開
始
し
、
本
年
度
２
月
末
現
在
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
事
業
と
し
て
、
ブ
ル
ン

ジ
等
国
際
交
流
推
進
事
業
に
５
法
人
か

ら
寄
附
が
あ
っ
た
。
今
後
も
中
心
市
街

地
の
活
性
化
や
観
光
資
源
の
活
用
な
ど

様
々
な
地
方
創
生
事
業
の
計
画
が
あ
り
、

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
は
じ
め
、
地

方
創
生
関
連
交
付
金
や
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
型
ふ
る
さ
と
納
税
等
、
幅

広
く
資
金
調
達
方
法
を
検
討
し
て
い
く
。

ふ
る
さ
と
納
税
並
び
に
企

業
版
ふ
る
さ
と
納
税
の
今

後
の
展
開
に
つ
い
て

　
災
害
対
応
と
施
設
等
の
老

朽
化
対
策
に
つ
い
て
伺
う
。

　
浄
水
場
の
災
害
対
応
に
つ

い
て
は
、
震
度
５
以
上
の
地

震
発
生
時
に
は
、
市
内
配
水
管
の
大
規

模
な
漏
水
に
つ
な
が
ら
な
い
よ
う
、
配

水
池
の
緊
急
遮
断
弁
が
自
動
で
閉
ま
り

水
が
流
れ
出
な
い
仕
組
み
に
な
っ
て
い

る
。
ま
た
、
停
電
時
に
は
自
家
発
電
装

置
が
稼
働
し
水
道
の
使
用
が
可
能
と
な

る
。
近
隣
自
治
体
と
は
緊
急
時
の
水
量

不
足
に
備
え
、
県
水
の
契
約
量
の
範
囲

内
で
融
通
し
合
う
等
の
応
援
体
制
も
調

整
し
て
い
る
。
東
日
本
大
震
災
の
際
に

は
、
県
水
供
給
停
止
の
事
故
が
発
生
し
、

自
己
水
の
確
保
や
被
害
状
況
の
確
認
等

が
急
務
と
な
り
、
水
道
事
業
の
経
験
の

あ
る
職
員
を
集
め
復
旧
作
業
を
実
施
し

た
。
今
後
も
近
隣
自
治
体
と
の
連
携
や

庁
内
の
連
絡
を
密
に
し
、
緊
急
時
に
対

応
し
て
い
く
。

砂沼浄水場

山
中
祐
子 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

上
水
道
事
業
に
つ
い
て

　
施
設
等
の
老
朽
化
対
策
に
つ
い
て
は
、

本
市
に
は
２
つ
の
浄
水
場
が
あ
り
、
砂

沼
浄
水
場
は
、
老
朽
化
に
よ
り
令
和
６

年
度
か
ら
新
浄
水
施
設
を
稼
働
さ
せ
る

計
画
で
あ
る
。
宗
道
浄
水
場
も
、
今
後

継
続
す
る
た
め
に
は
大
規
模
な
改
修
工

事
が
必
要
に
な
る
が
、
令
和
９
年
度
か

ら
県
水
増
量
の
予
定
が
あ
り
、
工
事
費

用
の
抑
制
の
た
め
に
も
配
水
場
へ
の
切

替
え
を
検
討
し
て
い
く
。
ま
た
、
本
市

の
道
路
に
埋
設
し
て
い
る
配
水
管
の
多

く
は
、
法
定
耐
用
年
数
に
達
し
て
い
な

い
た
め
漏
水
等
の
発
生
は
少
な
い
状
況

だ
が
、
計
画
的
な
更
新
が
必
要
な
こ
と

か
ら
、
水
道
の
総
合
計
画
で
あ
る
「
下

妻
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
基
づ
き
進
め

て
い
く
。

塚
越
　
節 

議
員

【
一
問
一
答
方
式
】

企業版ふるさと納税とは
　地方公共団体が行う地方創
生のプロジェクトに対して企
業が寄附を行った場合に、法
人関係税から税額控除する仕組みで
す。損金算入による軽減効果と合わ
せて、令和２年度税制改正により拡
充された税額控除により、最大で寄
附額の約９割が軽減されます。
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議会日誌・次回定例会予定

　傍聴は、市議会活動に触れる良い機会です。自分
が選んだ議員の活動や市政の方針などを知ることが
できます。
　傍聴をご希望の方は、議会開催日に本庁舎３階議
場までお越しください。
　また、本会議開催中は、本庁舎１階市民ホールの
モニターで中継を行っています。（状況により傍聴を
ご遠慮いただくことがありますので、ご了承ください。）
　なお、議場内での飲食・雑談等はご遠慮ください。
　次回の市議会だよりの発行は令和４年８月10日

（水）の予定です。
　議会だよりへのご意見などございましたら、下記
連絡先までお寄せください。

月　日 曜日 日　　　　　　　程

６月２日 木
本　会　議
開　　　会
　（会期の決定・諸報告・議案上程、説明）

６月３日 金
本　会　議（議案質疑）
　常任委員会（総務委員会）

６月６日 月 休　　　会
　常任委員会（文教厚生委員会）

６月７日 火 休　　　会
　常任委員会（経済建設委員会）

６月８日 水 休　　　会
　予算特別委員会（補正予算）

６月10日 金 本　会　議
　一般質問

６月13日 月 本　会　議
　一般質問

６月15日 水

本　会　議
　（議案及び請願・陳情に対する委員長
　 報告、質疑・討論・採決）
閉　　　会

※会期日程は、都合により変更になることがあります。

次回 第２回定例会予定

　令和４年第１回定例会では、新型コロナウ
イルス感染症拡大防止のため、傍聴自粛とさ
せていただきました。ご協力いただきありが
とうございました。

議会を傍聴しませんか

問合せ先
議会事務局（0296）43−2111 （内線 1111・1112）

〈下妻市役所ホームページ〉https://www.city.shimotsuma.lg.jp/

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
が
18
日
間
に
わ
た

っ
て
開
か
れ
ま
し
た
。
今
回
の
新
年
度
予
算
は
、

市
長
選
挙
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
骨
格
予
算
と
な

り
ま
し
た
が
、
予
算
特
別
委
員
会
で
は
各
議
員

か
ら
多
く
の
質
疑
が
出
さ
れ
、
活
発
な
議
論
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
期
中
、
議
員
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
発
生
し
た
た
め
、
事
前
に
決
定
し
た
感

染
症
対
応
方
針
に
基
づ
き
、
一
般
質
問
に
お
い

て
は
、
定
足
数
に
留
意
し
な
が
ら
議
場
に
入
る

議
員
を
調
整
し
、
議
員
控
室
の
モ
ニ
タ
ー
で
視

聴
す
る
議
員
と
分
散
さ
せ
、
密
を
避
け
る
対
策

を
取
り
ま
し
た
。

　
初
め
て
の
対
応
と
な
り
ま
し
た
が
、議
員
及
び

執
行
部
の
協
力
の
も
と
円
滑
に
定
例
会
を
進
行
し
、

無
事
に
定
例
会
を
閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
定
例
会
の
開
会
と
同
時
期
に
起
き

た
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
一
連
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
へ
の

軍
事
侵
攻
に
対
し
、
厳
重
に
抗
議
す
る
意
思
を

市
議
会
と
し
て
表
明
す
る
た
め
、
議
員
か
ら
提

出
さ
れ
た
「
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻

に
断
固
抗
議
す
る
決
議（
案
）」
を
３
月
９
日
に

全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
３
月

14
日
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
人
々
を
支
援
す
る

た
め
、
市
議
会
で
は
10
万
円
を
在
日
ウ
ク
ラ
イ

ナ
大
使
館
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
こ
の
議
会
だ
よ
り
が
皆
様
の
お
手
元
に
届
く

頃
に
状
況
が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
、

現
時
点
で
は
不
透
明
で
す
が
、
一
日
も
早
い
国

際
社
会
の
平
和
と
安
定
を
願
う
も
の
で
す
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
い
ま
だ
見
え
な
い
中
で

は
あ
り
ま
す
が
、
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。

私
た
ち
議
員
も
新
た
な
気
持
ち
で
、
市
民
の
皆

様
と
と
も
に
、
市
の
更
な
る
発
展
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
と
御
協
力
の
ほ
ど
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

１
日　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
全
員
協
議
会

９
日　
下
妻
地
方
広
域
事
務
組
合
議
会
全
員
協
議
会
・
定
例
会

14
日　
全
員
協
議
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会　

15
日　
茨
城
西
南
地
方
広
域
市
町
村
圏
事
務
組
合
議
会
定
例
会

21
日　
議
会
運
営
委
員
会

22
日　
茨
城
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
定
例
会

25
日
～
３
月
14
日

　
　
　
第
１
回
下
妻
市
議
会
定
例
会

25
日　
本
会
議　
議
案
上
程
、
説
明

28
日　
本
会
議　
議
案
質
疑

　
　
　
総
務
委
員
会

11
日　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
事
務
局
長
会
議

　
　
　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
事
務
局
長
会

15
日　
茨
城
県
西
市
議
会
議
長
会
第
１
回
定
例
会

18
日　
茨
城
県
市
議
会
議
長
会
定
例
会

20
日　
月
例
会

　
　
　
砂
沼
西
部
周
辺
開
発
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

　
　
　
第
２
回
広
報
広
聴
委
員
会

27
日　
関
東
市
議
会
議
長
会
定
期
総
会

１
日　
文
教
厚
生
委
員
会

２
日　
経
済
建
設
委
員
会

３
日　
予
算
特
別
委
員
会

４
日　
予
算
特
別
委
員
会

７
日　
予
算
特
別
委
員
会

　
　
　
議
会
運
営
委
員
会

　
　
　
砂
沼
西
部
周
辺
開
発
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会

９
日　
本
会
議　
一
般
質
問

10
日　
本
会
議　
一
般
質
問

14
日　
本
会
議　
委
員
長
報
告
、
質
疑
、
討
論
、
採
決
、
閉
会

　
　
　
第
１
回
広
報
広
聴
委
員
会

議
会
日
誌

２
月

３
月

４
月


